




＜実践発表 １＞
「八千代キャラバン隊」の取り組みについて」

八千代キャラバン隊
TRICK O HOLICK

様
「八千代キャラバン隊TRICK
O HOLICK」さんは、平成
２２年度の２月に開催した
本研究会第６回連続セミナー

実践報告会で、市川市手をつなぐ育成会の高橋氏、瀧島氏、
平野氏が発表してくださいましたキャラバン隊「空」さんの
活動に影響を受け、平成２４年１月に発足されました。
音楽ダンス等を取り入れて、楽しんでもらいながら、障害

のある子どもとの橋渡しをすることを目的に活動されていま
す。障害のあるお子さんをもつ保護者５名でスタートした「八
千代キャラバン隊TRICK O HOLICK」さんですが、現在
メンバーは１１名となっています。
実践報告では、「八千代キャラバン隊TRICK O HOLICK」

さんが植草学園大学の学生さん方を対象に、発達障害のある
お子さん（今回は、龍馬君というお子さんを例にして）がど
のように感じているのか、分かりやすく御講演されている動
画を交えて、報告いただきました。
＜どんなふうにきいているの・・・＞
音の聞こえ方に、人それぞれ違いがあることをスーパーで

の買い物時の音を例えて説明されました。その後、苦手な音
を軽減するための「トリックタオル」や「イヤーマフ」等の
グッズを紹介されました。そのほか、音の感じ方やいつどん
な音が聞こえてくるのか分からないことへの恐怖、笛の音色
や体育館での響く音、窓ガラスや黒板を爪でひっかく音等、
苦手な音の種類について具体的な説明をされました。
＜言葉が分からない、伝わらない＞
「言葉が分からない、伝わらない」という世界を会場の学

生が体験できるよう、一人の学生が「ケロケロ王国」に迷い
込んだという寸劇をされました。手袋の色が違うことに困っ
ているカエルは学生に訴えるのですが、学生にとってカエル
の言葉は「ケロケロ･･･」と聞こえるだけで意味が分からず、
どう対応したらいいのか、困ってしまいます。まわりのケロ
ケロ王国のカエルの手助けもあり、学生は困っていたカエル
の手袋を正しい色の手袋に交換できた･･･という内容でした。
「一人一人のお子さんの『できること』『得意なこと』を

しっかりと知っている人は、優しく見守ってくれる」「みん
な違って、みんないい」「障害のあるお子さんが、何が言い
たいのか、一人でも多くの人に知ってもらいたい」と話され
たことが、印象的な実践報告でした。

令和３年度 第６回連続セミナー
実 践 報 告 会

＜実践発表 ２＞
「コロナ禍における施設での支援の

取り組みについて」

社会福祉法人清郷会 日吉厚生園
松本 惠衣 氏

新型コロナウイルス感染症拡大
防止に係る施設内での取り組みに
ついて、実践発表していただきま
した。
令和２年２月２７日の臨時休校

要請や同年４月７日の新型コロナ
ウイルス感染症緊急事態宣言、そ
の後の感染拡大状況を受けて、日

本中の誰もが大きな不安と戸惑いの中、日々、暮らしてきま
した。そんな不安と戸惑いが続くコロナ禍における、自閉症
のある方々が生活する施設での取り組みの発表でした。
日吉厚生園は定員６０名、契約者数６４名、平均年齢３７歳

（最年少１８歳、最高齢８３歳）、平均の障害区分は４.６の
生活介護事業です。
まず、日吉厚生園では、感染症対策委員会を立ち上げ、県

の動向や嘱託医からの助言を踏まえ、対策を考えました。
その後、対策方針について利用者の御家族に協力依頼をし

て、施設運営を進めました。
具体的な対策は、「マスクの着用」「手洗いの促進」「手指

消毒の徹底」「室内やバス内の換気」「作業や食事場面での配
置の見直し」等でした。特に、登園前やバス乗車時の御家庭
からの預かりには、十分な情報共有をされました。
日中活動や食事の場面においては、利用者の方の配置を見

直しました。利用者の方が対面に座ることのないように、椅
子をセッティングして物理的な環境を設定しました。
マスクの着用は、感覚過敏のある方や今までの習慣を変え

ることが難しい方にとってハードルの高いものです。必要最
小限の場面のみの着用に限定し、個別活動時はしなくてもよ
いとして、一人一人に合わせた働きかけや着用の仕方を実践
しました。また、マスクを着用する場面をめくり式の絵カー
ドで視覚的に提示して、利用者の方に分かりやすくしました。
そのほか、個別のスケジュールカードを提示している利用

者の方には、マスクを着用する「活動カード」には、マスク
カードを添付して「いつ、マスクを着用するのか」を分かり
やすく伝えました。
先が見えない、変化が大きい「新しい生活様式」に対して、

自閉症のある方がいかに楽しく、いかに豊かに生活していく
ことができるのか、日々工夫されている素晴らしい実践報告
でした。

＜実践発表 ３＞
「特別支援学校における支援の

取り組みについて」

県立八日市場特別支援学校
三国 寛伸 氏

特別支援学校での作業学習場面にお
ける自閉症のある中学部の生徒さんへ
の具体的な支援について、実践発表を
していただきました。「作業学習」は、
知的障害者である児童生徒に対する教
育を行う特別支援学校における教育課
程である「各教科等を合わせた指導」
の一つです（参考：特別支援学校学習
指導要領）。

今回の実践報告では、中学部木工班の作業学習の具体的な
支援について、動画や画像を交えて発表いただきました。
自閉症のある生徒さんにとって、活動する内容が分かりや

すく、自分から取り組みやすい場を設定することが基本です。
「道具の準備」や「学習の流れ」を示した写真カードや指示
書を作成して、視覚的に提示しました。また、活動の流れ（導
線）、工具や作製した部品の置き場所等については、一定の
流れに沿って取り組むことができるようにしました。
ルーターで面取りした木材を置く盆には、木材を１０本並

べられるように設定し、１０本の木材の面取りが終わると次
の盆を置いて取り組むことができるようにしました。このこ
とにより、活動終了時には盆の数を数えることで、面取りを
何本行ったのか確認できるようになりました。
また、木くずを集める「集じん機」の使用時は、機械音が

大きいため、イヤーマフを装着して聞こえる音量の調整を行
いました。このことで、音に対する過敏さも軽減され、落ち
着いて活動に取り組むことができました。
作業学習時間内の活動内容は、個別のスケジュールを提示

して、活動する時間と休憩する時間を明確にしました。提示
したスケジュールを理解して、活動と休憩の切り替えがスム
ーズになり、減り張りのある作業学習になりました。
併せて、ワークシステムを使って、「何を」「どのように」

「どのくらいするのか」「終わったら何をするのか」を分か
りやすく伝えるようにしました。このことにより、自立的に
活動に取り組むことができるようになりました。
その他、道具の置き場所は、視覚的・物理的構造化をして、

道具の取り出しや片付けがしやすいようにしました。職員が
道具の管理をする上でも、分かりやすい設定となりました。
生徒さんが主体的に作業学習に取り組むことができるよう

に、きめ細かく配慮された実践報告でした。


